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ご
愛
読
い
た
だ
い
て
い
ま
す
当
院
の
広
報
誌

『
成
恵
H
O
S
P
I
T
A
L
S
P
O
T
』が
、

2
0
2
5
年
4
月
、発
行
第
1
0
0
号
と
な
り

ま
し
た
！
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
に「
信
頼

さ
れ
る
病
院
」を
目
指
し
、病
院
活
動
の
情
報
や

健
康
に
役
立
つ
話
題
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

『
成
恵
H
O
S
P
I
T
A
L
S
P
O
T
』

の
創
刊
号
は
、
1
9
9
7
年
。
今
号
に
至
る

1
0
0
冊
の
誌
面
に
は
、
当
院
の
歴
史
や
出

来
事
、理
念
、思
い
な
ど
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、
少
し
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

当
院
の
始
ま
り
は
、
長
谷
川
芳
男
初
代
院

長
が
、
1
9
6
9
年
に
東
松
山
市
箭
弓
町
に

開
設
し
た
東
松
山
整
形
外
科
医
院
で
す
。

1
9
7
7
年
、
救
急
施
設
や
I
C
U
な
ど
も

取
り
入
れ
た
96
床
の
総
合
外
科
系
病
院
と
し

て
、
現
在
の
地
に
新
築
移
転
し
、
妻
の
長
谷

川
文
子
事
務
局
長
と
と
も
に
、
地
域
医
療
の

発
展
に
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。
何
度
か
の
増

改
築
を
経
た
現
在
は
1
7
0
床
の
病
院
と
な

り
、
比
企
医
療
圏
の
中
核
病
院
の
1
つ
と
し

て
、
日
夜
、
地
域
に
根
ざ
し
た
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。

新
病
棟
竣
工
に
際
し
て
は
、
地
域
の
中
で

必
要
と
さ
れ
る
病
院
、
信
頼
さ
れ
る
最
良
の

医
療
を
提
供
で
き
る
病
院
を
作
る
た
め
、

オ
ー
ル
個
室
な
ど
の
初
代
院
長
の
ア
イ
デ
ア

が
随
所
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

100100
号号

過去にはテーマを
絞って広報誌で

啓発活動も行いまし
た
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おかげさまでおかげさまで

当
院
の
特
色
あ
る
施
設
と
し
て
は
、

1
9
9
7
年
に
開
設
し
た
「
埼
玉
手
の
外
科

研
究
所
（
現
・
埼
玉
手
外
科
研
究
所
）」
が

あ
り
ま
す
。
整
形
外
科
、形
成
外
科
、

神
経
外
科
の
3
要
素
か
ら
な
る
独

立
し
た
外
科
部
門
と
し
て
、
日
本

で
2
番
目
に
で
き
た
施
設
で
、
初

代
所
長
に
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

形
成
外
科
教
授
だ
っ
た
故
・
児
島

忠
雄
先
生
を
お
迎
え
し
、
以
来
、

手
に
関
す
る
全
て
を
対
象
と
し
て

治
療
や
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
H
A
N
D
G
A
L
L
E
R
Y
」

（
児
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
は
、手
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
世
界
の
美
術
品
や
装
身
具
・
日
用

品
な
ど
約
2
5
0
点
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

手
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
き
た
ヒ
ト
の
文
明
や

文
化
に
思
い
を
い
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

診
療
面
ば
か
り
で
な
く
、
2
0
0
5
年
に

は
介
護
部
門
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
「
成
恵

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
オ
ー
プ
ン
、
訪
問
看
護
、

在
宅
介
護
の
強
化
に
加
え
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

で
は
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

入
れ
、
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
の
長
寿
番
組
に
招
か
れ
た
り
、『
日

経
ビ
ジ
ネ
ス
』
誌
の
「
よ
い
病
院
ラ
ン
キ
ン

グ
」
の
上
位
に
選
ば
れ
た
り
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
2
0
0
3
年
に
は
日
本
医
療
機
能
評
価

機
構
認
定
病
院
に
認
定
さ
れ
、
高
い
評
価
を

得
ま
し
た
。
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ま
た
2
0
0
6
年
に
は
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
の
設
備
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。
新
館
最

上
階
に
あ
っ
て
見
晴
ら
し
が
よ
く
、
武
蔵
野

の
山
々
を
眺
め
な
が
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

検
査
を
受
け
た
り
、
検
査
後
の
お
食
事
を
楽

し
ん
だ
り
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

2
0
1
2
年
に
は
リ
ハ
ビ
リ
棟
が
完
成
し
ま

し
た
。
整
形
外
科
外
来
の
診
療
ブ
ー
ス
と
し

て
利
用
す
る
ほ
か
、
天
井
が
高
く
て
開
放
的

な
空
間
で
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
も
利
用
で

き
る
の
で
、
災
害
医
療
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

病
院
経
営
の
面
で
は
、
2
0
0
6
年
2
月

に
当
時
の
長
谷
川
岳
弘
副
院
長
が
院
長
を
引

き
継
ぎ
ま
し
た
（
現
在
は
理
事
長
）。
患
者

さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
改
革
や
新
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行
、
ま
た
災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
災
害
医
療
活
動
訓
練
参
加
な
ど
に

も
力
を
入
れ
、地
域
に
お
け
る
「
良
い
医
療
」

を
さ
ら
に
追
求
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員

の
知
識
向
上
や
意
欲
向
上
の
た
め
に
、
様
々

な
研
修
会
や
学
術
研
究
会
、
活
動
発
表
会
、

講
習
会
、
講
演
会
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
各

科
の
職
員
が
積
極
的
に
参
加
し
て
研け
ん

鑽さ
ん

を
積

ん
で
い
ま
す
。
学
術
研
究
会
で
は
優
秀
演
題

の
表
彰
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

講
演
会
で
は
、
院
内
医
師
ば
か
り
で
な
く
、

国
家
公
務
員
共
済
連
合
会
虎
の
門
病
院
な
ど

か
ら
著
名
な
先
生
を
お
招
き
し
て
講
演
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
音
楽
に
も
造
詣
が
深
い
初
代
芳

院内研修会なども定期的に開催

大規模災害に対応できるよう日々訓練を行っています
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病院のシンボルマークは、「Science」「Specialty」「Speed」
「Service」の４つのSと、世界共通のレッドクロスマークを組
み合わせてデザインされました。ここには、それぞれの立場で
協力し合い輪になって病院の使命を遂行していく、という初代
院長の強い思いが込められています。またマークのカラー「あ
おみどり」には、成長していくイメージと、「英知」の意味があり
ます。

埼玉成恵会病院の
シンボルマークについて

園
の
会
」
の
医
師
で
、
院
長
の
同
級
生
で
も

あ
る
名
知
仁
子
先
生
の
講
演
、
成
恵
会
音
楽

部
の
演
奏
、
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
行

い
、
毎
回
大
盛
況
で
す
。
募
金
で
お
預
か
り

し
た
お
金
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
医
療
支
援

や
、
被
災
地
で
の
活
動
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊

こ
こ
ま
で
の
1
0
0
冊
に
は
、
ご
紹
介
し

た
い
記
事
が
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

誌
面
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り
、
ご
く
一

部
し
か
振
り
返
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
１
冊
ず
つ
手
に
取
っ
て
、
積
み
重
ね
て

き
た
日
々
を
振
り
返
る
と
、
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
職
員
一
同
、
育

成
と
恵
愛
の
精
神
を
持
っ
て
、
さ
ら
に
信
頼

さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

男
会
長
は
、
東
松
山
成
恵
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

管
弦
楽
団
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
岳
弘
理

事
長
も
続
々
と
成
恵
会
音
楽
部
や
成
恵
会

オ
ペ
ラ
ク
ラ
ブ
な
ど
を
発
足
さ
せ
、
自
ら

も
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
ピ
ア
ノ
演
奏
や
独
唱

な
ど
、
数
々
の
舞
台
に
立
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
4
年
に
は
成
恵
会
音
楽
部
と
し
て

初
め
て
の「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
以
来
、
ほ
ぼ
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
が
、「
N
P
O
法
人
ミ
ャ

ン
マ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
菜

音楽活動を通じてチャリティー活動にも
力をいれています

ます。

院内ではクラブ活動も盛んです
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電 車交 通 東武東上線　「森林公園駅」下車徒歩6～７分 
※池袋駅から森林公園駅まで約1時間
関越自動車道　東松山インターより3分自動車 成恵会 検索

日本人の死因で、もっとも多い病気はがんです。
その中でも大腸がんは、臓器別の死亡者数で上位に入ります。
大腸がんは、早期の段階で治療を行えば高い確率で、
完全に治すこと（治癒）ができます。
大腸がんは早期の段階では、
症状を自覚することがほとんどありません。

当院では  消化器病センター顧問 
宇田川晴司先生 (虎の門病院分院長 )
消化器病センター顧問 
上野正紀先生（虎の門病院副院長）ご指導の下、

虎の門病院医師と協力し、
大腸がんに対する腹腔鏡手術を開始しました。

早期の発見には、40歳以上の方は
大腸内視鏡検査を受けることをお勧めします。

腹腔鏡手術は術後の回復が早く、
早期退院、早期社会復帰が可能です。

埼玉成恵会病院ではこの度消化器病センターを開設いたしました。
日本で1年間に新たに大腸がんと診断された人数は、2018年では男性は約
9万人、女性は約7万人でした。臓器別にみると、大腸がんは男性では3番
目に、女性では2番目に多いがんです。手術件数は年々増加傾向にあります。

消化器病センター開設
のご案内

手術症例は、胃がん・大腸がん共に虎の門病院の
経験豊富な医長先生が清水先生と執刀します。（内視鏡手術）

スタッフ
の紹介

虎
の
門
病
院
と

病
診
連
携
の
関
係

花岡 裕先生
◆虎の門病院　
　下部消化管外科医長
担当   大腸癌手術担当

春田周宇介先生
◆虎の門病院　
　上部消化管外科医長
担当   胃癌手術

宇田川晴司先生
週２回
◆埼玉成恵会病院　
　消化器病センター顧問
◆虎の門病院　分院長

上野正紀先生
第４土曜日
◆埼玉成恵会病院　副院長、院長補佐
　消化器病センター顧問
◆虎の門病院　副院長
　消化器外科（上部消化管）部長

井利雅信先生 常勤
火曜日・金曜午前
◆消化器病センター長
虎の門病院
担当   消化器内視鏡、肝・胆・膵、腹部超音波

古謝亜紀子先生 常勤
水曜午前・木曜午前（初診別対応あり）
◆内視鏡センター長
専門   消化器内科、内視鏡

清水広久先生 常勤
月曜～金曜午前（初診別対応あり）
◆外科部長
専門   消化器外科、一般外科

大楽勝了先生 非常勤
土曜日
専門   消化器内科

消化器病センター長

診察日の詳細はお問い合わせください

早期発見と再発防止 早期退院、早期社会復帰


